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１ 題材名  布で作ろう！ 

       ～製作を通した生活の“豊かさ”を考えながら～ 

 

２ 授業構想と探究への手立て 

本題材は，B 衣食住の生活（5）「生活を豊かにするための布を用いた製作」アとイ，C 消費生活・環境（1）

「物や金銭の使い方と買い物」アを受けて構成した。本題材では，布を用いた製作の学習の中で，製作を

通した生活の“豊かさ”を考えながら問題を見いだし課題を設定する。製作で使用する布を検討する際に，

リメイクの視点を取り入れることで，持続可能な社会の構築の見方・考え方も踏まえながら製作に関する

課題解決を図ることとした。 

衣生活を取り巻く大きな課題として，大量生産・大量消費の傾向があることが挙げられる。ファストフ

ァッションの言葉に代表されるように，安価で質も決して悪くない衣服が身の回りに溢れ，私たちの生活

に気軽にファッションを楽しむ“豊かさ”をもたらしている。一方で，大量生産・大量消費された衣服は

大量廃棄につながっており，2022 年度には，日本国内に供給された 79.8 万トンの内，約 9 割の 73.1 万ト

ンが事業所や家庭から手放され，手放された内の 7 割弱の 48.5 万トンが廃棄されている(環境省:令和 4 年

度循環型ファッションの推進方策に関する調査)。持続可能な社会の構築に向けて，衣生活に主体的に関わ

る中で，物を大切に使うことや，「捨てる」以外の選択肢をもつことはこれまで以上に必要な視点と考える。  

よって，本題材では，衣生活に関して，便利さや楽しさだけでなく，環境に配慮した生活や持続可能な

社会の構築にもつながる“豊かさ”を考え，実践することができる技能として製作を捉え，日々の生活に

主体的に関わっていこうとする力を育みたいと考える。そして,中学校での「生活を豊かにするための資源

や環境に配慮した布を用いた物の製作」へとつなげていきたい。そのために，以下のような手立てを講じ

る。 

○Ｂ「衣食住の生活」とＣ「消費生活と環境」を有機的に組み合わせた題材計画を立てる。 

子どもたちの思いを引き出しながら製作の計画を立てる際に，製作に必要となる材料の布に着目し，何

をどのように準備していくかを考えていく中で，リメイクの視点を想起できるようにする。そこから，物

との関わり方を考え，製作におけるリメイクの意味や良さについて考えていきたい。更に，リメイクと実

際の製作をつなげるために，服のリフォーム・リメイクのお店を営んでおられる方から，リフォームやリ

メイクに対する思いを伺ったり，実際のリメイク作品を紹介していただいたりする。このことを通して，

子どもたちのリメイクに対する認識を深め，その視点を今後の製作や実生活につなげていこうとする思い

を高めていけるようにする。 

○製作計画を立てる際に，計画に必要な視点を明確にし，製作物や製作の計画の具体がイメージしながら

自らが動き出せるように，見本等充実させる。（本時） 

製作に向けて検討すべき課題を学級全体で明らかにし，共有していく。また，本やウェブでの検索をし

たり，子どもたち同士での対話を通して計画を練っていったりすることはもちろん，製作物や，製作の過

程が分かるような見本等を充実させることで，個々の課題やニーズに応じて，自分で考え，より見通しを

もって計画を立てられるようにする。 

 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

・作に必要な材料や手順が分かり，製作

の計画について理解している。  

・手縫いやミシン縫いのよる目的に応

じた縫い方及び用具の安全な取扱いに

ついて理解しているとともに，適切に

できる。  

 

・消費者の役割が分かり，物の大切さに

ついて理解している。  

 

生活を豊かにするための布を用いた物

の製作計画や製作について問題を見い

だして課題を設定し，様々な解決方法

を考え，実践を評価・改善し，考えたこ

とを表現するなどして課題を解決する

力を身に付けている。  

家族の一員として，生活をよりよくし

ようと，生活を豊かにするための布を

用いた物の製作について課題の解決に

向けて主体的に取り組んだり，振り返

って改善したりして，生活を工夫し，実

践しようとしている。  



４ 題材全体の流れ（全 12 時間） 
・製作に向けて，どのような思い（誰に，何のために）を，形（何を作るか）にしていくかについて，思

いを高めたり，見通しをもったりする。(1) 

・製作に向けた計画を立てていく。(1) 

・リメイクを通して，物との関わり方を考える。 (1) 

・リメイクについて，講話を通して理解を深め，これからの生活や製作計画や製作につなげる。(1) 

・製作に向けた計画を練っていく。(2)→本時１／２ 

・計画に沿って，製作をする。(5) 

・製作をしたり，製作物を使ったりしたふり返りや感想を共有し，これからの衣生活に関する“豊かさ”

について考える。(1) 

 

５ 本時の学習（第 5 時／全 12 時間）  

(1) ねらい 

リメイクについて学習した視点を踏まえながら，製作に向けた計画を立てる際の問題を見出して課

題を設定し，製作計画を練る。 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

1.前時の学習をふり返り ,本時のめあてを確認す
る。 

 
 
○リメイクから学んだこと 
・物を大切に,心をこめて,長く使っていけるよう

な製作にしていきたいな。 
・可能であれば,実際に家にある古着から,製作に

必要な布を準備してみたいな。 
 
2.リメイクから学んだことを生かしながら,製作計

画を練っていく視点を確認する。 
・“思い”（何のために,誰のために）をしっかりと

考えて計画していきたい。 
・長く使っていけるように,目的に応じた形や大き

さをしっかり検討したり,どこをどのように縫っ
ていくと丈夫になるか考えたりしていきたい。  

・実際に製作に必要な材料は，何が，どれくらい必
要か考えたい。 

 
3．個々の課題に応じて，計画を練っていく。  
 →教科書，ウェブ等を用いて調べる 
 →仲間と相談する 
 →実物や見本を見ながら検討する 
 
4.計画の進捗状況を学級全体で共有し，計画を練っ

ていくために更に必要なことや検討すべき課題
を明らかにし，次時に向けた見通しをもつ。 

・家にあったシャツで袋を作っていきたい。形や大
きさはイメージできたが，本当にそれでいいか，
実際に入れたい物を持ってきて確認して，思い出
のあるシャツなので、しっかり使えるものを作り
たい。 

・クッションを作るために，どこを縫っていくかは
分かったが，長く使えるようにするためにも，ど
うやって縫っていくか，どこを丈夫に縫っていく
かを調べていきたい。 

 
 
 
 
・前時の様子を記録した映像等を提示することで，
自分たちの取り組みを思い起こしながら，めあてを
共有できるようにする。 
 
 
 
・リメイクから学んだことを通して，製作に対する
思い（目的）をもとに,材料，形や大きさ,布の使い
方，縫い方を検討していくことを，計画を立てる際
のポイントとして共有する。その中から，今の自分
が不明瞭なところを，計画を立てる際の問題点とし
て見いだし，探究の課題を設定できるようにする。 
 
 
 
 
・製作計画を立てる際に，具体的なイメージがもて
るように，資料として，製作に関する書籍や実物，
見本などを用意し，必要に応じていつでも調べられ
るようにする。 
 
・chromebook を用いて，本時の自分の課題や，次時
に向けた課題を整理することで，個々の探究の足跡
を記録していくと共に，学級全体での共有を図りや
すくし，仲間の取組を自分の取組へ活かせるように
する。 
 
 

(3) 評価 
十分満足できると判断される状況  概ね満足できると判断される状況  支援を要する状況への手立て 

・リメイクについて学習した視点を踏ま

えながら，自分の目的に応じて参考とな

る資料を見たり，間との相談をしたり多

面的に検討しながら製作に向けた計画

を立てる際の問題を見いだして課題を

設定し，製作計画を練っている。  

・リメイクについて学習した視点を踏ま

えながら，製作に向けた計画を立てる際

の問題を見いだして課題を設定し，製作

計画を練っている。 

・まず，製作する物について，製作に対

する思いを引き出しながら，実際の物や

資料等用いてそのイメージを具体的に

もてるようにする。更に，計画に向けて

見通しがもてるように，個に応じた資料

を提示する。 

「リメイク」から学んだことを生かして製作計画を練っていこう  

【評価の観点（思考・判断・表現）】  

リメイクについて学習した視点を踏まえながら，製作に向

けた計画を立てる際の問題を見出して課題を設定し，製作

計画を練っている。（Chromebook，ワークシート，発言） 



 


